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す

は

祝

ま

二
一

自

動

車

か

列

の

順

序

え

腹

慶

し

二

迎

園

、
わ

一

お

、
て

表

二

を

り

げ

を

二

下

た

掲

ち

o

-

陛

あ

に

持

う

一

両

に

戸

気

よ

一

る

舎

の

し

二

魚
津
市
血
役
林
間
物
館
へ
は
、

5
月
お

一

日
(
日
)
お
い
で
に
な
り
、
二
十
分
間
に
わ

一

た
り
館
内
を
ど
覧
に
な
り
ま
す
。

二

本
号
は
、
市
内
で
の
ど
航
路
や
ぷ
迎
場

一一

所
、
交
通
制
限
な
ど
に
つ
い
て
お
し
ら
せ

二

し
ま
す
。

二
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天
旦
、
皇
后
両
陛
下
に
は
、
第
二
」l
川

刷
樹
行
事
な
ら
び
に
国
土
緑
化
大
会
に
ど

臨
席
の
た
め
、
き
た
る

5
月
目
日
本
県
に

行
市
川
ぽ
に
な
り
、

mu
日
ま
で
の
六
日
間
に

わ
た
り
、
親
し
く
県
下
を
ご
巡
幸
四
に
な

り
ま
す
。

.. 向・"創凶・樋8・

‘"白舗鍋嶋愉網"・

十

分

間

鍛

内

毎

阿
陛
下
は

5
月
お
日
午
前

川
時

7
分
宇
奈

月
町
を
お
発
ち

に
な
り
、
国
道

八
号
線
を
通
っ

て
市
内
に
お
入

り
に
な
り
、
同
四

没
林
博
物
館
へ

向
日
時

5
分
に

お
着
き
に
な
り

ま
す
。
埋
没
林

館
で
は
、
宮
大

教
授
深
井
三
郎

氏
の
ご
説
明
で

二
十
分
間
、
館

内
を
ご
覧
に
な

り
ま
す
。

そ
し
て
午
前

日
時
お
分
間
航

を
お
発
ち
に
な

り
、
上
市
町
の

細
川
機
業
へ
向

か
わ
れ

ま
す
。
市
内

の
お
道

す
じ
通

過
予
定

九
ザ
同
同
中
4

f
f
t
 

下
表
の

と
お
り

で
す
。

印刷 小浜印刷所

噛幽樋‘Z‘

、抽剛酬。.

視

察

お道すじご通過予定時間

と 願 路|時 nu 
5月25日(日〉

宇奈月延対寺売 10時07分

国道布8号線
。 施川 10. 49 
。木下新交差点 10. 50 
。片貝川橋 10. 51 
。 上村木交差点 10. 55 

..務署前 10. 57" 

金屋郵便局断j
神明交差点 11. 01 

村木交差点 11. 02 

狸投与j;憎物館前 11. 05 

同 館 事も 11. 25 

村木交差点 11. 27 

1罰金屋交差点 11. 30 

司~ ~署官í) 11. 32 

国道 8号線
。 大光寺交差点 11. 34 

。川縁交差点
。早月 編
上市町細川繊業務 12. 07 

心
か
ら
b
迎
え
す
る
た
め
に

み
ん
な
で
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

市
お
よ
び
瞥
祭
な
ど
で
は
、
両
陛

下
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
っ
て
、
施

A
や
お
巡
す
じ
の
整
備
に
あ
た
り
ま

す
が
、
十

一
年
ぶ
り
に
お
い
で
に
な

る
剛
陛
下
を
、
私
た
ち
市
民
あ
げ
て

心
か
ら
お
迎
え
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
乙
と
を
心
が
け
ま
し

ょ?っ
。

八
国
旗
を
か
か
げ
ま
し
ょ
う

V

V
-
・・
で
き
る
だ
け
各
戸
に

同
艇
を
脳
げ
て
、
催
祝

の
気
持
ち
を
表
わ
し
ま

'
レ
ょ
-
っ
。

V
・・・
日
の
丸
の
小
肌
を
似

り
、
あ
る
い
は
手
や
附

子
を
振
っ
て
、
万
肢
を

mえ
る
の
は
よ
い
で
し

ょ甲つ。

ハ
沿
道
の
清
掃
に
ご
協
力
を

V

V
-
・・自
動
車
お
列
ど
通
過

れ
道
は
、
気
持
ち
よ
く

お
迎
え
す
る
た
め
に
、

お
五
い
に
協
力
し
て
、

清
掃
、
散
水
な
ど
清
潔

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

""' 
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V
:
・
一
般
奉
迎
送
将
の
整
列
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
ご
料
阜
の
徐
行
が
予

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
長
い
列
に
な
ら

な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
て

お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
せ
ま

い
道
路
で
の
奉
迎
送
は
遠
慮
し
ま
し

ょ-っ。

V
・:
奉
迎
送
の
際
の
服
装
は
、
と
く
に

改
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利

払
ザ
一
失
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
な
お
、

当
日
雨
の
場
合
に
は
、

雨
具
を
つ
け
た
ま
ま
で
、
さ
し
っ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。

V
・:と
く
に
混
雑
す
る
場
所
で
の
来
迎

送
に
は
、
お
五
い
に
ゆ
ず
り
合
い
、

老
人
や
子
ど
も
を
い
た
わ
り
、
秩
附

よ
く
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

V
・・
・川
陛
下
の
ど
身
辺
や
ど
料
中
に
抑

し
ょ
せ
た
り
、
お
か
き
を
さ
ま
た
げ

る
よ
う
な
行
動
は
、
お
ー
い
に
つ
つ

し
み
ま
し
ょ
う
。

V
・・・と
料
車
を
よ
く
み
て
お
迎
え
す
る

た
め
に
は
、
ご
料
車
が
前
に
き
た
と

き
に
、
す
で
に
倣
机
が
終
わ
っ
て
い

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
・・・お
写
真
を
撮
影
す
る
場
合
に
は
、

奉
迎
位
置
で
と
る
よ
う
に
し
、
列
か

承どとは
な知 JII(f料、 白
おし断 il(次動
、てなのの車
両おど仙図お
|姥きを位の列
-Fまあ、と
のしらとお車
どよか通り両
うじ過での

りわ側陛側庄は天まれがに 1ドのカォ料 。めのす進
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ら
飛
び
出
し
て
出
影
す
る
の
は
危
険

で
も
あ
り
、
判
を
失
す
る
の
で
、
つ

つ
し
み
ま
し
ょ
う
o

v・・
・
自
動
車
の
お
列
が
全
部
通
過
す
る

ま
で
、
奉
迎
の
列
を
く
す
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
:
・時
節
が
ら
、
お
祭
り
気
分
や
行
業

気
分
に
な
っ
て
、
お
削
を
飲
ん
で
か

ら
の
奉
迎
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
酔
っ

ぱ
ら
っ
て
道
路
に
ふ
ら
つ
い
た
り
、

道
路
い
っ
ぱ
い
に
歩
く
の
は
、
け
が

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

V
・・・
子
ど
も
を
ひ
と
り
歩
き
さ
せ
た
り

迷
い
子
に
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

地区・町内別奉迎場所ご案内
地図 | 
番号場 所 | 地区 ・ IIIJ 内名 1 

15E雨逗布石-1刻"、附J施地区、同小'r:絞 っ
①横山冷架付近 経田地区同小学校

① 仁村・木交泥・j.1(付近 }f貝、加街地医、 liiJ小学校

④ 磁祭宮前交?il点付近 !ニリザ万地灰、

① 木江小学校入1.1付-近 f石lJLm、三回、日]ITI、本江 1区、本江元IIIJ
i ~ bi道 l区、友栄町、 k道本IHJ、大光寺 11ヌ:

l大光寺 3 ~41丘、本江小学校

(机 2 ~3 区 …辺り凶2---5灰
友道主主:町、大光寺2区、7え;化OIJ1 ---2 15( 
本([新OIJ1 ---3区、 ilJl田区

(金屋1---3区、金抗日区、11叫川区、例Jl-
2区、川原区、民成守区、東小!栴区

(岬3.-....4区、(1-'I方町以|十jの伯作似)
大町小学校i二子町区鵬|火:一下新1---3区
元町区、村本14---17区、本新、北山江、
北1].1、青島、仏X、仏国、岡仏凹、(住右、
社宅戸:む)、 村木小学校

漁港通り 港区、諏訪町 1---5区

Ji町立林|埠物館航 ，../{;人ク ラプ

村木小学校入口付近 Ir村木9---131文、釈迦堂、駅Ijij新OIJ、i必下-小
l'l学校

氾念社宅、新金犀 1---3区
上村本11---13区(':苛の下、製作所)W::t~OIJ 

|上昨)j・下町)j地区の一部、上野方小学校

1 .L・.1]1尚地区、松治地区、同小ヴオ安

下II.I!~JJ也医、住吉小学校

(町内名11.1円町内?り

へ
抑
し
た
り
す
る
と
事
故
を
起
こ
し

ま
す
。
十
分
用
心
し
て
く
だ
さ
い
o

v---阻
没
林
博
物
館
の
敷
地
内
は
、
特

別
奉
迎
者
、
報
道
関
係
右
な
ど
指
定

さ
れ
た
人
だ
け
が
入
る
乙
と
が
で
き

ま
す
。
関
係
話
以
外
は
、
立
ち
い
っ

た
り
、
敷
地
内
を
の
ぞ
き
比
し
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

V
:
・朕
ざ
お
な
ど
長
い
も
の
を
、
誌
や

人
の
通
る
と
こ
ろ
に
つ
き
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
・:
気
分
が
恐
く
な
っ
た
り
、
け
が
を

し
た
と
き
は
、
近
く
の
警
察
官
に
巾

し
出
て
手
当
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

V
:
・お
い
附
り
の
と
き
に
抑
し
合
う
乙
と

-

が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
い
そ
が
ず
、
あ

一

わ
て
ず
順
序
よ
く
ぷ
き
ま
し
ょ
う
。

一 オミ江酒造付近

同

υ通過
ぃ父ム

Hバ日

ノ

τトハ

⑦

③

 

⑪ 

⑪ 

I@ 

⑬ 北也前付近

|@ 消防署前通り
⑬ 友道交差点付近

|⑬ 大光寺交差点付近

i⑪ |川縁交定点付近

rl'央通り付近

1:出泌総通り① 

ごJI頂路と奉迎場所略図
対
象
に
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
が
奉

迎
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

一
般

の
人
の
並
ぶ
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
o

v---埋
没
林
間
物
館
に
は
、
叙
勲
者
、

山
労
者
、
学
校
長
、
官
公
署
の
.
長
、

議
員
、
八
十
歳
以
上
の
高
令
者
な
ど

や
く
」
ハ
百
人
が
特
別
奉
迎
者
と
し

て
、
陛
下
を
お
迎
え
す
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

V
:
・
一
般
奉
迎
場
所
は
、
凶
道
八
号
制
制

で
は
両
側
の
白
線
よ
り
外
側
一

i
二

列
に
、
市
内
の
渉
道
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
二
i
三
列
に
お
益
ぴ
願
い
ま

す。

V
:
・傾
斜
の
ひ
ど
い
と
こ
ろ
や
け
が
な

ど
足
場
の
思
い
と
こ
ろ
で
は
、

hm迎
一

者
の
列
が
く
ず
れ
や
す
く
、
事
故
の

も
と
に
な
り
ま
す
。

V
:
・埋
没
林
博
物
館
は
泊
日
午
前
中
は

一

休
館
し
ま
す
の
で
、
一
般
観
覧
者
は

一

入
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一

八
救
護
所
を
設
け
ま
す

V

一

市
お
よ
び
保
健
所
で
は
、
奉
迎
中

一

け
が
人
や
急
病
人
の
出
た
と
き
の
た

一

め
に
、
教
護
所
を
設
け
ま
ず
か
ら
と

一

利
川
く
だ
さ
い
。

一

①
則
投
林
館
内
(
特
別
奉
迎
者
用
と

一

し
て
、
医
師

一
、
看
護
婦
二
)

一

①
漁
港
通
り
大
久
保
木
工
所
内
(
一日

般
都
迎
者
川
と
し
て
看
護
婦
二
〉

八
犬
は
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う

V

山
陛
下
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
っ

一

て
、
混
雑
が
予
似
さ
れ
ま
す
の
で
、

一

犬
の
危
害
防
止
の
た
め
、
犬
の
剣

一

い
主
は
、
必
ず
犬
を
つ
な
い
で
お
き

↑

ま
し
ょ
う
ι

↑

八
火
の
も
と
に
ご
用
心

V

V
・・・
お
道
す
じ
の
付
近
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
人
は
、
奉
迎
の
た
め
に
家
を
あ

げ
る
と
き
、
と
く
に
火
の
用
心
と

μ

締
り
に
注
滋
し
て
く
だ
さ
い
。

V
・:
奉
迎
送
す
る
と
き
は
、
路
一村
、
広

岡

開

下

を

お

迎

え

す

る

た

め

、
非

場
、
空
地
、
必
道
な
ど
定
め
ら
れ
た

一

常
に
混
雑
の
予
組
さ
れ
る
場
所
が
あ

と
こ
ろ
で
曾
祭
行
の
指
示
に
従
い
撚
る
と
以
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は

然
と
お
迎
え
い
た
し
ま
し
よ
ろ
。

で
き
る
だ
け
、
出
雑
を
防
ぐ
た
め
、

V
・:
団
体
の
と
き
は
引
系
羽
の
指
示
に
市
内
の
お
道
す
じ
に
、
町
内
ま
た
は

従
い
ま
し
ょ
う
。

地
区
ご
と
の
奉
迎
場
所
を
決
め
ま
し

V
:
・混
雑
し
た
場
所
で
は
所
川
品
、
快

た

の

で

、
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た

中
物
に
と
注
志
く
だ
さ
い
D

場
所
で
奉
迎
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

a

，、
-l
o

v--
-屋
上
や
二
階
か
ら
の
お
見
送
り
は

E
1j
、
中
学
校
の
生
徒
は
、
地
区
や

危
険
で
す
か
ら
下
に
降
り
て
お
見
送

学
校
の
指
定
場
所

へ
お
集
ま
り
く
だ

り
し
ま
し
ょ
う
。

一

さ
い
。
そ
こ
へ
先
生
が
で
て
務
理
す

〈
列
を
く
ず
さ
ぬ
よ
う
に

V

-
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

V
・:
自
動
車
お
列
の
ど
発
着
の
と
き
は

一
V
:
・大
久
保
木
工
所
前
か
ら
埋
没
林
間

熱
狂
し
、
群
衆
心
理
に
か
ら
れ
て
前

一

物
館
ま
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
人
を



(2 ) 

同
陛
下
の
行
幸
啓
に
と
も
な
っ
て
、
魚
津
笹
察
署
で

は
、
5
月
お
日
、
お
道
す
じ
の
交
通
制
限
を
実
施
し
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

つ
ぎ
に
交
通
制
限
の
あ
ら
ま
し
を
お
伝
え
し
ま
す
。

つ

交通制限

八
お
道
す
じ
一
時
間

前
か
ら
駐
車
禁
止

V

V
・・・
お
道
す
じ
は
、

ど
通
過
一
時
間
前

か
ら
駐
車
禁
止
と

な
り
ま
す
。

V
・・・
お
召
自
動
車
の

直
前
に
飛
び
出
さ

な
い
で
く
だ
さ

い
。
ど
通
過
五
分

前
に
な
り
ま
す
と

歩
行
者
の
道
路
横

断
も
禁
止
さ
れ
ま

15 44. 5 

信車制?す「 行 幸啓 にともな
号のを 「 0
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の市内
ー』

λ 

差

点

報

V
・木
下
新
交
差
点

(
ご
通
過
午
前

m川
印

分
)

・
二
十
分
前
か
ら
対
向
山
中
川
川
辺
う
問

・
五
分
一
川
か
ら
断
行
革
、
航
断
逃
れ
鈴
汁
-

V
上
村
木
交
差
点

(
ご
通
過
問
時
部
分
)

-
二
十
分
的
か
ら
刈
向
車
川
間
近
、

7m

-
R-匁
川
か
ら
川
行
山
阜
、
同

m断
進
行
仙
川

d.

V
本
江
交
差
点

(
ご
通
過
叩
仙
川
閉
山
分
)

-
二，
1
・
分
前
か
ら
刈
山
市
↑
川
間
近
・
ヲ
間

余
u
m
J父
廷
内
…
う

m

f

l

ト

j

、，
l
-r
L
、h
i
-
f
i
-
r
-

-
7
・
分
以
均
-
h相
川

fIヰ
抑
制
泊
Jl
r，H

向
山
ハ
人
花
山
…
帰
り
(
ご
通
過
日
昨
日
必
分
)

・
十・

u一
分
前
か
ら
対
向
車
卜
一
村
本
う
問

・
・
九
分
前
か
ら
断
行
車
、
川
制
叫
川
進
行
い
弘
北

V
小
坂
機
業
場
償
交
差
点

(
ご
通
過
日
時
汎
分
)

・
十
分
的
か
ら
対
向
小
山
中
村
川
止
友
近
、

7m

・
五
分
前
か
ら
断
行
車
、
梢
断
進
行
抗
止

向山
父
花
山…
門
川
リ
(
ご
通
過
日
時
汎
分
)

・
十
分
前
か
ら
対
向
祭
止
、
本
山正、

7m

・
・1
A
分
前
か
ら
断
行
車
、
前
断
進
行
然
比

V
金
屋
交
差
点

(
ご
通
過
日
時
)

-
十
分
前
か
ら
対
向
市
北
屯
方
向
、7
問

・

1
分
前
か
ら

.m行
市
、
縦
断
進

h
山竹山止

V
神
明
交
差
点
(ご
通
過
午
前
日
時

l
分
)

-
十
分
前
か
ら
対
向
車
、
川
万
刷
、
付
本

う

m

・
T
H一
分
前
か
ら
川
川
行
中
、
前
断
巡
り
刊
以
北

V
村
木
交
差
点

(
ご
山
辿
過
日
時
2
分
)

-
十
五
分
前
か
ら
対
向
市
公
止
、
北
屯

川川
ま
た
は
漁
協
方
向
う
削

-
五
分
前
か
ら
州
行
小
山中、
m
m
断
進
行
絞
止

間
交
詑
山
…
帰

り

(
ご
通
過
日
時
幻
分
)

・
十
五
分
前
か
ら
一
刈
向
市
祭
止

-
・
五
分
前
か
ら
川
行
事
、
川
側
断
進
行
以

?怠?容〉寧議可'勿側
一

お
植
樹
の
介
添
補
助
者
に

日
郡
一
…

湘一

中
田
君
と
大
江
さ
ん

で
開
催
さ

犯
れ
る
防
相
樹
行
事
に
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
が
ス
ギ
苗
を
そ
れ
ぞ
れ
お
植
樹
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乙
の

お
植
樹
の
介
添
者
の
補
助
者
と
し
て

東
部
中
学
一
年
中
国
昭
君
(
上
村
木
)

と
同
一
年
大
江
美
和
子
さ
ん
(
黒
谷
)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

道
路
を
な
な
め
に
横
切
る
の
は
危
険

で
す
か
ら
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
o

v---自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど

を
人
混
み
の
中
に
乗
り
入
れ
た
り
、

置
き
っ
放
し
に
し
て
お
く
乙
と
は
、

み
ん
な
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
違
反

や
事
故
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

V
・:
逮
万
か
ら
山
本
迎
に
出
る
際
、
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
に
定
員
を
越
え
て
、
た
く

さ
ん
の
人
が
乗
り
込
む
こ
と
は
、
交

通
違
反
に
な
り
ま
す
。
ま
た
事
故
の

も
と
に
な
り
ま
す
。

V
・:
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
ど
巡
路

の
交
差
点
に
お
い
て
交
通
創
制
員
、

交
通
規
制
案
内
板
を
立
て
て
指
示
し

ま
ず
か
ら
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

}jIJ 

通

規

告U

ー』

ー凡V
漁
協
前
交
差
点

(
ご
叫
旭
川
一
日
時

4
分
一

-
卜
ハ
H
，山一
ゲ
り
付
川
市
民
JH.
洗
町
、

jm

同
交
・
λ
山
川
リ
(
ご
通
過
日
時
お
分
〉

・
十
分
前
か
・
寸
断
行
革
、
椛
断
進
行
"
が
JH.

V
埋
没
林
舘
前(
ご
川
内
抗
日
川

5
分

1
5
分
)

・

一
時
川
前
か
ら
恥
恥
い
一
小
比

-
一一一。
1

分
ぃ
川
か
ら
山
小
川
進
入
山
・比

V
北
電
交
差
点
つ
』
通
過

4
前
日
時
羽
分
)

-
十
分
村
山
か
ら
対
向
車
川
戸
川
止
金
段
、

7m

・
五
分
前
か
ら
断
行
耶
、
依
断
進
行
川
総
比

V
新
金
屋
交
差
点
(
ご
通
過
日
時
純
分
)

-
五
分
前
か
ら
航
行
川
阜
、
横
断
然
止

V
友
道
交
差
点
(
ご
通
過
日
時
ね
分
)

-
二
ト
分
前
か
ら
対
向
車
然
化
、
川
方

町
へ
う
同

‘，
.
1
ト

1

川山、，
η
t
-
-
B
B
・f.
、
f
H
‘じ
η
・ι

-
T
J
t
-
w
カ
f
M州
xι
叶
斗

A
h
n
w酌

tu吋
J
H

V
大
光
寺
交
差
点

(
ご
通
過
日
時
汎
分
)

-
二
十
分
前
か
ら
対
'
川
市
出
止
、
八
川
川

町
へ
う
何

-
・
五
『
分
小
川
か
ら

m.h川
市
、
附
叫
剛
山
川
・
化

V
新
住
吉
交
差
点
(
ご
通
過
日
時
幻
分
)

-
二
十
分
前
か
ら
刈
向
市
内
川
化
、
川
川

辺
う
阿

・
T
1
分
H

川
か
ら
断
行
点
、
的
断
山
内
川
・
此

V
川
縁
交
差
点

(
ご
通
過
日
時
訂
分
)

-
二
十
分
前
か
ら
刈
'
川
市
川
市
化
、
川
川

vu、
7
司

.，

J
I
L
l
-川
町
，
内
〉
川
H
・

.l'i
、

仇

H
J
W川1
恥
・

・711
J
H
カ
「

恥川

'f
リ
H
寸

μ
hu
w仇

'uq，H

V
機
械
工
業
前
交
差
点
(ご
通
過
日
川
測

.2

-
二
十
分
的
か
ら
刈
'
川
中
小
於
止
、

工
業

セ
ン
タ
ー
で
付
池

.
.
 
五
分
H

川
か
ら
川
川
行
本
、
川
制
断
判
川
什
・

こ
と
し
の
新
政
問

新
嘗
祭
献
穀
者
に

3

祭
に
魚
津
市
か
ら

稲
盛
さ
ん
決
ま
る

献
殺
す
る
人
は
、

石
田
新
稲
盛
薪
.
平
氏
に
決
ま
り
ま
し

た
。
回
柏
式
典
は
5
月
日
日
午
前
川

時
か
ら
自
宅
付
近
の
春
耕
回
で
行
な

わ
れ
ま
す
。
精
米
一

・
八
泌
の
献
納

は
、
問
月
下
旬
皇
居
で
あ
り
、
夫
婦

同
伴
で
参
列
し
陛
下
よ
り
お
言
葉
を

賜
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
や
県
、
市
が
行
な
っ
て
い
る
社
会
福
祉
の
仕
事
で
、
み
な
さ
ん

に
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
該
当
者
が
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を
忘
れ
た
た
め
に
不
利
益
と
な

る
も
の
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
つ
ぎ
に
社
会
福
祉
関
係
の
ご
案
内
と
民

生
委
員
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
制
度

〈
児
童
扶
養
手
当

V

お
子
さ
ん
が
次
の
ど
れ
か
に
該
当

し
、
義
務
教
育
修
了
前
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

マ
手
当
が
受
け
ら
れ
る
条
件

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
蛍
①
父
が

死
亡
し
た
児
童
①
父
が
廃
疾
の
状

態
に
あ
る
児
童
@
父
の
生
死
が
明

ら
か
で
な
い
児
童
①
父
が
一
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
①
父
が
一

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
⑦

父
が
誰
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
児
童

③
棄
て
子

マ
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
条
件

①
公
的
年
金
を
受
け
る
乙
と
が
で
き

る
と
き
①
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
と
き
①
所
得
が
多
い
と

き
④
母
子
が
日
本
人
で
な
い
と
き

①
母
子
の
住
所
が
日
本
に
な
い
と
き

マ
手
当
額

①
一
人
の
と
き
リ
月
一
千
九
百
円

①
二
人
の
と
き
H
月
二
千
六
百
円

①
三
人
以
上
の
と
き
H
月
二
千
六
百

円
に
二
人
を
除
い
た
子
一

人
に
つ
き

四
百
円
加
算
。
な
お
糾
年
叩
月
か
ら

増
額
さ
れ
ま
す
。

八
特
別
児
童
扶
養
手
当
V

精
神
や
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ

る
二
十
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
位
殺

し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
に

引
揚
者
特
別
交
付
金

来
請
求
者
は
い
ま
す
ぐ
手
続
き
を

引
揚
者
特
別
交
付
金
は
、
引
場
者

お
よ
び
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
、
現

在
ま
で
六
百
世
帯
が
請
求
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
ゃ
く
四
百
五
十
位
帯

に
国
債
(
額
面
で
四
千
五
百
万
円
程

度
)
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
c

乙
の
請

求
期
限
は
、

特
年
3
月
末
日
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
請
求
手
続

き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
戦
時
中
、
満
州
建
設
勤
労

奉
仕
隊
員
(
報
国
農
場
隊
ま
た
は
米

穀
増
産
班
)
で
、
在
住
期
聞
が
一
か

年
未
満
で
も
、
終
戦
時
ま
で
引
き
続

い
て
在
住
し
て
い
た
人
に
つ
い
て

は
、
交
付
金
を
受
け
る
乙
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
さ
れ
ま
す
。

マ
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
条
件
お
よ
び

手
当
額
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手

当
と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
国
民
年
金

法
に
も
と
ず
く
障
害
福
祉

・
母
子
福

祉

・
準
母
子
福
祉

・
老
令
福
祉
の
各

年
金
、
児
童
扶
養
手
当
法
に
も
と
ず

く
、
児
童
扶
養
手
当
以
外
の
公
的
年

金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
0

0
 

現
在
、
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る

人
で
、
ま
だ
定
時
届
け
を
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、

6
月
初
日
ま
で
手
当
証

書
と
印
鑑
を
も
っ
て
社
会
福
祉
事
務

所
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
遺
族
に

吊
慰
金
と
給
付
金

大
東
亜
戦
争
の
戦
没
者
ご
遺
族
で

次
に
該
当
さ
れ
る
人
に
は
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

請
求
期
間
が
6
月
初
日
ま
で
で
す
か

ら
手
続
き
を
早
く
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
請
求
資
格
H
昭
和
刊
年
4
月
!
日
現

在
で
、
ど
遺
族
の
う
ち
、
ど
な
た
も

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
も

ら
っ
て
お
ら
れ
な
い
人
。

・
ζ

れ
ま
で
に
弔
慰
金
を
も
ら
っ
た
と

遺
放
が
死
亡
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

戦
没
者
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
お

市
で
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
児
童
や
精
神
薄
弱
児

童
の
保
護
者
に
対
し
、
今

年
度
か
ら
年
金
を
支
給
す

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
者
は
、
年
金
受
給

手
続
き
を
5
月
引
日
ま
で

社
会
福
祉
事
務
所
で
し
て

く
だ
さ
い
。

・
障
害
児
童
対
象
者
は
三

歳
以
上
二
十
歳
末
満
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
持

ち
、
障
害
程
度
三
級
以
上

の
人
、
精
神
の
発
達
が
遅
れ
、
知
能

指
数
二
十
五
以
下
の
状
態
に
あ
る
人

で
す
。
・
年
金
額
は
障
害
児
童
一
人
に
つ
い

て
年
額
六
千
円
で
、
9
月
お
よ
び
3

月
に
そ
れ
ぞ
れ
三
千
円
ず
つ
支
給
さ

れ
ま
す
。

心身障害児童に年金
申請は5月31日まで

手
続
会
C

依

お

す

み

で

す

か

ら
れ
た
と
遺
族
(
戦
没
者
の
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
)

八
戦
没
者
の
審
に
特
別
給
付
金
V

戦
没
者
の
妻
で
、
昭
和
引
年
2
月

1
日
以
後
に
再
婚
し
、
昭
和
幻
年
4

月
泊
日
ま
で
に
雌
婚
に
よ
る
婚
姻
解

消
さ
れ
た
人
に
、
遺
族
年
金
ま
た
は

遺
族
給
与
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
特
別
給
付
金
が
給
付

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
請
求
期

間
が
9
月
初
日
ま
で
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

老
人
家
庭
奉

老
人
家
庭
奉
仕
員

仕
員
を
募
集
し

を

募

集

て
い
ま
す
。
希

望
者
は
5
月
引
日
ま
で
社
会
福
祉
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
仕
事
の
内
容
リ
身
体
や
精
神
上
の
障

害
が
あ
る
老
人
だ
け
の
家
庭
に
お
い

て
、
食
事
、
身
の
廻
り
の
此
話
、
衣

類
の
洗
濯
、
住
居
な
ど
の
掃
除
。

マ
資
絡
H
H
勤
務
の
都
合
上
、
市
内
に
在

住
し
て
い
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で

あ
る
三
十
歳
以
ヒ
の
女
子
。

身

障

者
相
談
員
き
ま
る

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
の

増
進
を
は
か
る
た
め
、
こ
の
た
び

悶
、
県
か
ら
次
の
万
に
対
し

「身
体

障
害
者
相
談
員
」
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
相
談
員
は
、
身
障
者
の
更
生
の

必
要
な
指
導
と
相
談
に
あ
た
る
乙
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
峰
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
上
村
木
森
内
義
則

ム
本
新

井
川
市
治

マ
大
海
寺
新
稲
垣
笑

子

マ
住
吉
坪
附
す
ず
ゑ

マ
大

町
水
尾
兼
吉

マ
観
音
笠
通
音

林
松

マ
経
田
西
町
浦
城
幸
作

マ
本
新
本
元
孝
一

身
障
者
の
私
鉄
運
賃

割
引
証
の
改
正

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
に
、
私
鉄
運
賃
を
割
引
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
ど
つ

ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

マ
バ

ス
運
賃
割
引
証
が
院
比
さ
れ
、
来

車
の
と
き
、
手
帳
の
提
示
だ
け
で
パ

ス
運
賃
が
割
引
き
さ
れ
る
。

マ
糾
年
度
か
ら
発
行
さ
れ
る
割
引
一祉の

有
効
期
間
は
、
発
行
日
よ
り
一
か
月

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
変
更

社
会
福
祉
の
問
題
で
お
困
り
の

と
き

|

一

-l

ー
民
生
委
員
に
ご
相
談
を

民
生
委
員
は
、
担
当
地
医
の
社
会
福
祉
を
増
進
す
る
任
務
を
も
っ

た
民
間
の
奉
仕
者
で
、
市
内
に
九
十
三
人
お
ら
れ
ま
す
。
民
生
委
員

は
、
児
童
福
祉
法
に
も
と
ず
く
児
童
委
員
も
か
ね
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
生
活
が
苦
し
く
、
保
護
を
受
け
た
い
と
き

や
児
童
、
母
子
、
身
体
障
害
、
精
薄
な
ど
の
社
会
福
祉
の
問
題
で
お

悶
り
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
気
軽
に
地
区
の
民
生
委
員
へ
と
相
談

く
だ
さ
い
。

八
魚
津

V

マ
新
金
屋
一
、
{
二
区
、
母

子
寮
H
H

久
津
谷
正
子

マ
新
金
屋
三

州
国

・
鴨
川
区
H
山
口
信

次

マ

金

屋
一
、
{
三
区
H
桝

崎

民

マ
火
の

宮
、
金
浦
区
H
山
本
初
子
マ
神
明

一、
{
二
区
H
高
倉
恭
窓
マ
諏
訪
一

i
三
区
H
梅
原
普
商
マ
諏
訪
四
i

五
・
港
区
H
浜
附
泰
雄

マ
下
新
一

i
三
・
元
町
区
日
浜
多
普
保

マ
寺

町

・
荒
町
区
H
藤
田
彰
秀

マ
真
成

寺

・
餌
指
区
H
谷
川
寛
徳

マ
東
小

路

・
川
原

・
田
方
一
区
H
旗
知
ふ
み

マ
馬
出

・
大
町
区
日
金
川
澄
子

マ

明
理

・
新
道
区
H
堺
ト
キ
子

マ
新

町
一
、
{
二
・
岡
町
区
日
鹿
野
雄
吉

マ
田
万
二

・
臼
毘
医
H

三
由
ミ
ヤ
ノ

マ
紺
屋

・
八
幡
区
H
成
田
富
次

マ

角
川

・
橋
場

・
八
代
区
H
武
隈
博
信

マ
南
町

一
i
三
区
H
浜
川
き
く
ゑ

マ
上
町
一

i
二
区
リ
寺
崎
ヨ
ジ
マ

三
ケ

・
住
吉
区
H
寺
崎
文
二

八
下
中
島

V

マ
鹿
野

・
鹿
野
住
宅

・

公
務
員
住
宅
H
山
西
正
男

マ
住
吉

区
H
中
山
正
旺

マ
三
ケ
区
H
高
島

昌
二

マ
宮
津
区
日
常
楽
彦
四
郎

マ
川
縁
区
H
H
川
西
ひ
ざ
マ
町
三
ケ

.
市
首
住
宅
区
uu小
松
き
た

〈
上
中
島
V

マ
吉
野

・
川
原

・
弥
源

寺
区
リ
水
尾
太
古
マ
浅
生

・
有
山

・
上
野
区
H
H
里
崎
ツ
ヤ
マ
湯
上

・

舛
田
区
H
今
井
金
次
郎
マ
出
・
岩

高
区
日
小
林
三
保
次
郎
マ
舛
万

・

下
倦
区
H
溝
口
芳
信

八
松
倉
V

稗自国

・
室
田

・
観
音
堂
区

H
H
森
実
寿
マ
鉢

・
虎
谷

・
大
熊
区

日
窪
田
清
マ
古
胞
熊
区
H
川
平
重

覚

マ

坪
野
・
北
山
・
池
谷
区
H
胴

回
み
の
る

マ
鹿
熊

・
小
菅
沼
区
リ

谷
山
久
太
郎

マ
金
山
谷
区
H
石
橋

政
次
郎

八
上
野
方

V

マ
大
海
寺
新
二

・
開
木

さ
れ
、
い
つ
ま
で
で
も
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
た
い
せ
つ

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
パ
ス
定
期
乗
車
券
の
購
入
に
つ
い
て

は
、
電
車
割
引
一
祉
を
使
用
し
ま
す
。

(
第
一
種
お
よ
び
十
二
歳
未
満
の
身

体
障
害
者
が
介
識
者
と
と
も
に
来
市

す
る
場
合
だ
け
)

火
災
復
興
区
域
内
の
身
嘩
者
へ
:
・

手
帳
の
住
所
変
更
手
続
き

火
災
復
興
区
域
内
は
、

5
月
1
日

か
ら
新
し
い
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
乙
の
区
域
に
在
住
し
、
身

障
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
住
所
地
変
更
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
人
は

5
月
却
日
か
ら
6
月
叩
日
ま
で
に
市

社
会
福
祉
事
務
所
で
、
印
鑑
と
手
帳

を
お
持
ち
の
う
え
変
更
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

肢
体
障
害

身
障
者
の
温
泉
療
養
で

者
を
対
象

に
国
立
山
中
病
院
へ
石
川
県
)
で
、

短
期
温
泉
療
養
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
6
月
初
日
ま
で
、
大

町
水
尾
兼
吉
宅
ま
た
は
、
下
村
木
町

前
回
浅
次
宅
へ
お
巾
し
込
み
く
だ
さ

1
0
 

、uu
・

山
区
U
宮
坂
幸
吉

マ
大
海
寺
新
一

区
リ
窪
田
清
二

マ
石
垣

・
石
鼠
平

医
H
寺
田
恵
美
子

マ
大
海
寺
野
二

i
三
・
住
宅
.
区
日
広
田
操
マ
大
海

寺
野
一
区
H
海
野
よ
し
え

八
下
野
方

V

マ
石
田
.
新

・
印
田

・
一}

回
区
日
谷
川
ヨ
シ
エ

マ
友
道
三

l

六
区
日
布
目
シ
ガ

マ
文
化
町
二
区

H
桑
原
美
代

マ
文
他
町
一
区
H
若

林
四
郎

マ
大
光
寺
一

i
三
区
H
長

谷
河
長
作

マ
本
江
元
町

・
本
江
新

町

一
、{
三
区
リ
笠
木
文
三
郎

マ
木

江
二

i
三
・
会
館
通
り
区
H
広
田
半

一
郎

マ
友
道
一
、
よ
一

・
友
栄
町

・

友
道
本
町
区
リ
林
秋
男

八
片
貝

V
マ
平
沢
一

t
二・

熊
谷

一
、{

二
区
日
沢
崎
弥
一

マ
山
女

一
i
二

区
日
三
吉
キ
ミ
マ
島
尻

一
i
三
・

大
菅
沼
区
H
宗
隆
美
則

マ
東
城
一

i
二
区
日
若
林
ヨ
シ
エ
マ
道
坂

・

貝
出
新
区
日
林
清
吉

八
加
積
V

マ
相
ノ
木

・
古
島

・
日
カ

社
宅

・
労
災
病
院
住
宅
区
H
相
馬
庄

八

マ
吉
島
六

i
八

・
吉
島
分
譲
住

宅
区
リ
富
居
重
松

マ
横
枕

・
袋
区

H
伊
東
き
く
え
マ
六
郎
丸
三
i
五

・
勤
労
者
住
宅
区
H
水
口
一
雄

マ

上
村
木
十
二

i
十
三

・
製
作
所
住
宅

区
リ
成
瀬
繁
次
郎

マ
上
村
木
十

i

十
一

・
宮
ノ
下
区
H
中
村
な
か

マ

古
島
市
首
住
宅
区
H
服
部
正
義

八
道
下

V

マ
村
木
十
五

i
十
七
区
日

V
期
間
H
7
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で

マ
参
加
人
員
H
十
九
名

マ
経
費
H
副
食
費
一
千
円
程
度
、
健
康

診
断
料
五
百
円

社
会
制
祉
法

人
マ

l

シ
園

(
井
波
町
)
で
は
、
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
た
ち
に
、
そ
の
能
力
に
い
泊
し
た

基
礎
知
識
と
技
能
を
版
業
補
導
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
職
業
補
導
作
い
を
非

集
し
て
い
ま
す
。

マ
採
集
職
種
H
木
彫
制
、
紳
士
服
料
、

洋
裁
料
、
編
物
斜
、
金
網
料

マ
入
所
資
格
H
身
障
福
祉
法
に
よ
る
手

阪
を
持
ち
、
十
八
歳
以
上
¢
人

マ
待
遇
H
H
各
糾
と
も
、
授
産
料
は
い
り

ま
せ
ん
。
用
具

一
式
は
無
料
貸
与
、

入
所
中
授
産
に
従
事
す
る
人
に
は
、

そ
の
技
術
お
よ
び
能
力
に
応
じ
て
相

当
額
の
賃
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

職
業
補
導
生
を
募
集

県
で
は
、
在

重
症
心
身
障
害
児
に

ー

T

宅
の
重
症
心
身

特
殊
寝
台
を
貸
与

障
害
児
に
対
し

て
、
特
殊
寝
台
を
貸
与
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
希
望
さ
れ
る

人
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

三
由
謙
三
マ
本
新
.
区
H
寺
崎
一琴

マ
仏
国

・
仏
文
・
北
中

・
青
島

・
下

道
市
営
住
宅
区
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山
瀬
ア
エ

マ
村

木
十
二

t
十
六
区
H
稲
葉
清
吉

マ

北
鬼
江
区
H
大
崎
徳
兵
衛
MW
V
岡
仏

国

・
小
川
旧
市
営
住
宅
区
日
木
下
三

郎

マ
釈
迦
堂

・
駅
前
新
町
区
H
大

島
伝
四
郎

マ
村
木
九
i
十一区
H
金

磁
伊
勢

マ
日
カ
記
念
社
宅
区
H
東

狐
義
雄

マ
青
島
社
宅

・
青
島
市
営

住
宅

・
北
中
市
宮
住
宅
H
寺
崎
乙
次

八
経
由
V

マ
表
向
区
H
後
藤
政
次
郎

マ
江
口
・
西
尾
崎

・
立
石
区
H
中
村

利
秋
マ
持
光
寺

・
平
伝
寺

一
、{
二

.
一
山
川
原
住
宅
区
リ
平
田
弥
之
助

マ
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H
大
野
ゆ
き

マ
落
合

・

旭
町
区
日
田
中
政
雄
マ
港
町
区
H

古
川
民

一
マ
入
船
区
H
浜
田
恒
松

マ
向
町
区
H
朝
野
義
雄
マ
栄
町
区

日
木
下
忠
慾

マ
上
坂

・
天
王
団
地

区
H
浅
野
芳
太
郎

八
天
神
V

マ
東
山
一

}
、二

・
青
柳
区

H
京
免
蹴
宝
マ
天
神
野
新
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区
H
H

安
田
信
長
マ
天
神
野
新

一
区
H
関

口
静
マ
東
尾
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区
日
沢
田
通
久

マ
木
下
新
区
H
関
口
俊
子

ハ
西
布
施

V

マ
小
川
寺
A
・
B
.区
H

畠
山
荘
禅
マ
黒
沢

・
大
沢
区
H
保

里

一

枝

マ
布
施
爪
区
日
佐
々
木
清

一
マ
長
引
野
A
・
B
区
H
谷
口
は

つ
ゑ
マ
日
尾

・
御
影
区
H
谷
口
市

三
郎
マ
蛇
回
A
・
B
.区
リ
藤
森
半

次
郎


